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１．都市のヒートアイランドや集中豪雨予測の精度向上

既存の天気予報モデルに対して、以下のような最新のシミュレーション技術により、
都市域ヒートアイランドや集中豪雨予測に対する精度向上が期待される。

２．都市計画における数値環境風洞

（２） 最先端の乱流モデル（LES-CITY）の導
入と洗練された３次元地図（CAD-CENTER提

供）のテキスチャマッピングの融合によるビ
ジュアリゼーション。都市防災・安全対策など
への応用。

都市境界層における乱流構造
（カラーコンターは水平風速強度）

解析結果の一例
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（１）首都圏200km×200km領域を100mの高

解像度でシミュレーション

（２）都市の３次元的な表面形状による放射
の３次元多重反射や熱の蓄熱を考慮した都
市キャノピーモデルの導入
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（３）都市活動により排出される人工廃熱・人工水蒸気量の時空
間分布データの導入

新宿副都心に間欠的な風道が形成 千代田区のオフィス街上空に低速ストリーク
と呼ばれる筋上の乱流構造が発生。

（１） 従来高価な模型と環境風洞実験に
よってのみ可能であった新興都市計画エリ
アの風環境アセスメントを高解像度（２ｍ）
シミュレーションによって容易に行うことが
可能。


